
令和４年１２月定例会　議案等に対する賛否について
※表中の見方：「○」＝賛成　「×」＝反対　「－」＝退席

※議長は表決に加わらないため、「／」としています。
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議案第１２１号 令和３年度富山市水道事業会計未処分利益剰余金の処分の件 11/30 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１２２号
令和３年度富山市工業用水道事業会計未処分利益剰余金の処
分の件

11/30 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１２３号
令和３年度富山市公共下水道事業会計未処分利益剰余金の処
分の件

11/30 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１号 令和３年度富山市一般会計歳入歳出決算 11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

（反対討論要旨／日本共産党　赤星議員）
　青い自転車「アヴィレ」のシクロシティ株式会社に、市と市民文化事業団で
３，２００万円の広告費の支払いがあった。シクロシティ株式会社の経営状況
も公開されず金額の根拠が示されていない。平成２１年１１月に市はシクロ
シティ株式会社に年間基本金額１，５００万円を「業務の対価」として支払う
契約をし、平成２９年６月に２，１００万円に増額し、支出総額は３億円を超え
た。もっと利用しやすいシステムは他にいろいろあり、利用の極めて少ない
「アヴィレ」を続けているのは税金と電気のムダ使いである。他の方法に転
換を求める。
　呉羽丘陵フットパスは、官製談合で、前市長に忖度した市政の私物化が明
らかになった。ホテル跡地所有企業と連絡橋建設の要望書を提出した企業
は、つり橋工事を受注した建設会社の同属企業である。つり橋だけではなく
跡地購入についても、特定の企業とやりとりしたのではないか。

（賛成討論要旨／富山市議会自由民主党　髙田真里議員）
　市街地再開発事業は、権利者全員の合意形成を目指し、丁寧な説明を行
うことに時間を要したため、次年度に繰越しが生じたのはやむを得ない。ま
ちなかへの来街者増加やスポーツ振興という側面においても有益である。
　シティースケープを活用した広告は、本市が取り組むシティプロモーション
を効果的に伝えるために有用である。シクロシティ株式会社への業務委託
の際は、個々の案件ごとに必要性や効果などを精査し委託されており、広告
料の支出として適正である。
　呉羽丘陵フットパス連絡橋整備事業は、新たな名所として、観光振興にお
いても大いに資するランドマークとして期待されている。また周辺広場用地と
して土地開発公社が先行取得した地面を２度に分けて買い戻しを行ったの
は、分けたほうが国の補助金を有効に活用し、負担軽減になるためである。
適正な予算執行と申し上げる。

認定第２号 令和３年度富山市公債管理特別会計歳入歳出決算 11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第３号 令和３年度富山市駐車場事業特別会計歳入歳出決算 11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第４号
令和３年度富山市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計歳
入歳出決算

11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第５号 令和３年度富山市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第６号 令和３年度富山市まちなか診療所事業特別会計歳入歳出決算 11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第７号 令和３年度富山市介護保険事業特別会計歳入歳出決算 11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第８号 令和３年度富山市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第９号 令和３年度富山市企業団地造成事業特別会計歳入歳出決算 11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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【市長提出議案①】

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果
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認定第１０号
令和３年度富山市牛岳温泉健康センター事業特別会計歳入歳出
決算

11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１１号
令和３年度富山市牛岳温泉スキー場事業特別会計歳入歳出決
算

11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１２号 令和３年度富山市競輪事業特別会計歳入歳出決算 11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１３号 令和３年度富山市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１４号
令和３年度富山市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決
算

11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１５号 令和３年度富山市軌道整備事業特別会計歳入歳出決算 11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１６号 令和３年度富山市賃貸住宅・店舗事業特別会計歳入歳出決算 11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１７号 令和３年度富山市水道事業会計決算 11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１８号 令和３年度富山市工業用水道事業会計決算 11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１９号 令和３年度富山市公共下水道事業会計決算 11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第２０号 令和３年度富山市病院事業会計決算 11/30 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１２７号 令和４年度富山市一般会計補正予算（第５号） 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

（議案第１２７号、
議案第１４１号、議
案第１４６号、議案
第１５１号、報告第
３９号を一括して

討論）

（反対討論要旨／日本共産党　吉田議員）
　議案第１２７号　令和４年度富山市一般会計補正予算（第５号）及び議案第
１４１号　富山市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条
例の一部を改正する条例制定の件について、市議会議員の期末手当を増
額するものだが、物価高騰等で厳しい暮らしを余儀なくされている多くの市
民の理解が得られるとは思えない。市議会は市民の暮らしに心を寄せ、期
末手当増額を返上する措置をとるべきである。
　また、議案第１４６号　富山市保育所条例の一部を改正する条例制定の件
について、市立堀川保育園を民営化することが含まれている。民営化を一
度立ち止まって検証すべきとの立場から反対である。本郷町保育園で起こっ
た園児虐待の背景には、この２０年間で２７施設の民営化路線（現在、市立
は３９か所、民間は７９か所）と無関係ではない。事件を契機に、「保育行政
のあり方」についての検証が必要である。
（議案第１５１号及び報告第３９号の反対討論要旨は吉田議員の意向により
省略）

議案第１２８号 令和４年度富山市駐車場事業特別会計補正予算（第２号） 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１２９号
令和４年度富山市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第
１号）

12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１３０号 令和４年度富山市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１３１号
令和４年度富山市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２
号）

12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

富山市議会自由民主党
（１５人）

自由民主党
（８人）

公明党
（４人）

立憲民主
市民の会

（３人）

会派
誠政

（２人）
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共産党
（２人）

気魄
（1人）

政策
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ラム32
（１人）

【市長提出議案②】

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果
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議案第１３２号
令和４年度富山市企業団地造成事業特別会計補正予算（第３
号）

12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１３３号
令和４年度富山市牛岳温泉健康センター事業特別会計補正予
算（第１号）

12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１３４号
令和４年度富山市牛岳温泉スキー場事業特別会計補正予算（
第１号）

12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１３５号
令和４年度富山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１
号）

12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１３６号
令和４年度富山市公設地方卸売市場事業特別会計補正予算（
第２号）

12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１３７号
令和４年度富山市賃貸住宅・店舗事業特別会計補正予算（第
１号）

12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１３８号 令和４年度富山市水道事業会計補正予算（第１号） 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１３９号 令和４年度富山市病院事業会計補正予算（第２号） 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１４０号
富山市職員の給与に関する条例及び富山市一般職の任期付職
員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例
制定の件

12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１４１号
富山市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する
条例の一部を改正する条例制定の件

12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

（反対討論要旨／日本共産党　吉田議員）
※議案第１２７号の討論概要に掲載

議案第１４２号
市長及び副市長の給与に関する条例等の一部を改正する条例
制定の件

12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１４３号 富山市立学校設置条例の一部を改正する条例制定の件 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１４４号 富山市公民館条例等の一部を改正する等の条例制定の件 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１４５号 富山市公民館条例の一部を改正する条例制定の件 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１４６号 富山市保育所条例の一部を改正する条例制定の件 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

（反対討論要旨／日本共産党　吉田議員）
※議案第１２７号の討論概要に掲載

（賛成討論要旨／自由民主党　藤田議員）
　民営化する引受法人の選考に当たっては、２時間延長保育や休日保育、
乳児保育等を実施するほか、一時保育や年末保育、病後児保育などを積極
的に取り組む意欲のあることが条件とされている。職員配置については、引
受法人の選考基準を元に、審査を行い決定されているため、サービスの低
下はないと考える。加えて、共働世帯の増加、働き方の多様化による保育
サービスの拡充や低年齢児保育の促進は、少子化対策においても不可欠
な保育サービスである。
　少子高齢化が進む中、保育ニーズの多様化に応えることは重要であり、民
営化が問題であるかのような発言は、保育士の士気の低下や保護者をいた
ずらに不安にさせることにつながりかねない。保育士の皆さんは、日夜を問
わず頑張っておられる。皆で支え、応援しよう。

富山市議会自由民主党
（１５人）

自由民主党
（８人）

公明党
（４人）

立憲民主
市民の会

（３人）

会派
誠政

（２人）

【市長提出議案③】

議決結果議決日議案番号 件　　　名

政策
フォー
ラム32
（１人）

日本
共産党
（２人）

気魄
（1人）
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議案第１４７号
富山市立幼保連携型認定こども園条例の一部を改正する条例
制定の件

12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１４８号 富山市大沢野会館条例制定の件 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１４９号 富山市大山会館条例制定の件 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１５０号 富山国際会議場条例の一部を改正する条例制定の件 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１５１号 富山市古洞の森自然活用村条例を廃止する条例制定の件 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

（反対討論要旨／日本共産党　吉田議員）
※議案第１５１号の反対討論要旨は吉田議員の意向により省略

議案第１５２号 富山市都市公園条例の一部を改正する条例制定の件 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１５３号
工事請負契約締結の件（西部中学校校舎改築（その２）主体
工事）

12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１５４号 土地処分の件（呉羽南部企業団地分譲地） 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１５５号 土地取得の件（呉羽丘陵フットパス連絡橋整備事業用地） 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ―

（反対討論要旨／日本共産党　吉田議員）
　呉羽丘陵フットパス連絡橋整備事業は、この間、「プロセスに疑義あり」と
繰り返し提起してきた。建設会社からの要望書の提出後、２年余でとんとん
拍子でことが進んだ。その「企業グループ」との「出来レース」だったのではな
いか、との疑念はぬぐえない。総事業費に約２５億円－プロセスと事業の妥
当性に大いに疑問があり反対である。

（賛成討論要旨／富山市議会自由民主党　飯山議員）
　呉羽丘陵フットパス連絡橋周辺広場整備事業については、いずれの業務
についても適正であることが確認されている。また、用地を３度に分けて買い
戻しを行うことは、国の補助金を有効に活用し、本市の負担を軽減すること
につながる。来年度から整備に取りかかる公園を連絡橋と一体的に整備す
ることは、呉羽丘陵の活性化や賑わい作りなどの相乗効果を得られるものと
考えており、着実に進めることが適切である。

議案第１５６号 令和４年度富山市一般会計補正予算（第６号） 11/30 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１５７号 令和４年度富山市一般会計補正予算（第７号） 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第３９号 専決処分について承認を求める件（控訴の提起の件） 12/20 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ×

（反対討論要旨／日本共産党　吉田議員）
※報告第３９号の反対討論要旨は吉田議員の意向により省略

気魄
（1人）

【市長提出議案④】

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果

政策
フォー
ラム32
（１人）

富山市議会自由民主党
（１５人）

自由民主党
（８人）

公明党
（４人）

立憲民主
市民の会

（３人）

会派
誠政

（２人）

日本
共産党
（２人）
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議員提出議案
第２３号

北朝鮮による日本人拉致被害者全員の即時一括帰国の実現を
求める決議

11/30 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
第２４号

地方議会からの意見書の取扱いに係る制度の確立を求める意見
書

12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
第２５号

帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
第２６号

知的障がい者・知的障がい行政の国の対応拡充を求める意見書 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
第２７号

免税軽油制度の継続を求める意見書 12/20 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案
第２８号

新型コロナウイルス感染症・インフルエンザの同時流行への対策
強化を求める意見書

12/20 否決 × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × ×

（反対討論要旨／富山市議会自由民主党　豊岡議員）
　政府は今冬の新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流行に
備え、各都道府県に対して「外来医療体制整備計画」の策定を求める事務
連絡を１０月７日に発出している。その主旨は、「診療・検査医療機関をはじ
めとする外来医療体制整備」と「健康フォローアップセンター体制の整備な
ど」を柱に掲げ、外来医療体制を一段と強化していくとともに、重症化リスク
の低い方が安心して自宅療養をできるようにするために必要な環境を整備
していくことを目的としている。さらに、リーフレットを活用しながら重症化リス
クに応じた外来受診・診療を呼び掛けている。
　以上のことから、政府与党は新型コロナウイルス感染症とインフルエンザ
の同時流行に備えた取組を既に実施しており、意見書に賛同することは適
切ではないと考える。

（賛成討論要旨／自由民主党　金岡議員）
　厚生労働省は、今冬の新型コロナウイルスと季節性インフルエンザの同時
流行に備えて、以下２点を柱とした「外来医療体制整備計画」の策定を求め
る事務連絡を発出した。①診療・検査医療機関をはじめとする外来医療体
制の整備、②健康フォローアップセンター体制の整備等である。必要となる
設備整備、医療従事者の派遣などにかかる経費についても、財政支援の対
象となることを各都道府県に周知した。
　岸田首相自ら「新型コロナ・インフル同時流行対策タスクフォース」を立ち上
げ、検討会に出席された。政府与党の取組に対して富山市議会としても強く
後押しするものである。意見書の採択に賛同いただくよう呼びかける。

議員提出議案
第２９号

健康保険証を廃止し、マイナンバーカードと一体化する政府方針
を撤回し、健康保険証の存続を求める意見書

12/20 否決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × ×

議員提出議案
第３０号

要介護１、２の生活援助等の介護保険給付を市町村の「総合事
業」に移行することに関する意見書

12/20 否決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × ×

日本
共産党
（２人）

気魄
（1人）

富山市議会自由民主党
（１５人）

自由民主党
（８人）

公明党
（４人）

立憲民主
市民の会

（３人）

会派
誠政

（２人）

議案番号 件　　　名

政策
フォー
ラム32
（１人）

議決結果議決日

5 / 6 ページ



飯
山
　
勝
彦

織
田
　
伸
一

高
原
　
　
譲

田
辺
　
裕
三

豊
岡
　
達
郎

松
井
　
邦
人

金
谷
　
幸
則

舎
川
　
智
也

髙
田
　
真
里

髙
道
　
秋
彦

成
田
　
光
雄

横
野
　
　
昭

金
厚
　
有
豊

鋪
田
　
博
紀

（

議
長
）

高
田
　
重
信

金
岡
　
貴
裕

藤
田
　
克
樹

澤
田
　
和
秀

久
保
　
大
憲

泉
　
　
英
之

押
田
　
大
祐

江
西
　
照
康

柞
山
　
数
男

柏
　
　
佳
枝

松
尾
　
　
茂

松
井
　
桂
将

佐
藤
　
則
寿

岡
部
　
　
享

東
　
　
　
篤

村
石
　
　
篤

尾
上
　
一
彦

橋
本
　
雅
雄

吉
田
　
　
修

赤
星
ゆ
か
り

谷
口
　
寿
一

大
島
　
　
満

令和４年分
請願第４号－１

富山市内の保育所・幼稚園等並びに小・中学校における国の新
型コロナウイルス感染対策の周知徹底に関する請願

12/20 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年分
請願第４号－２

富山市内の保育所・幼稚園等並びに小・中学校における国の新
型コロナウイルス感染対策の周知徹底に関する請願

12/20 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年分
陳情第２０号

ガラス美術館の作品展示方法を見直す陳情 12/20 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × ×

（賛成討論要旨／日本共産党　赤星議員）
　ガラス美術館は、作品展示３か所とポスター掲示１か所でシクロシティ株式
会社に年間１，０００万円以上、平成２６年度から支払い続けてきた。総額は
９，２００万円余になる。パネルの中の作品入替えは一度もない。一方、市が
設置したショーケースはガラスのまちづくりの一環「ストリートミュージアム」で
屋外屋内に１９基、定期の作品入替えで８年間に３０数点展示されてきた。
維持管理費は８０万円である。老朽化で撤去とのことだがガラス作品が四季
折々の風景に映える景観をなくしていいのか。屋外展示はケースに埃や虫
が入り、車の振動や紫外線が問題というが、シクロシティ株式会社のパネル
はいいのか。シクロシティ株式会社に支払っている「業務の対価」の半分以
上がガラス美術館からだが、４か所でなぜ１，０００万円もかかるのか納得の
いく説明はない。それだけあれば市のショーケースが更新できるではない
か。

（反対討論要旨／富山市議会自由民主党　金谷議員）
　本市では、これまで３０年以上にわたってガラスの街づくりを進めてきてい
る。その一環として、富山駅から城址大通りや大手モールなどの屋外にガラ
ス作品を展示するショーケースを設置したりして、ガラス文化の普及促進に
努めていた。近年、老朽化が進行してガラス作品の保管管理やケース自体
の維持管理などに課題が生じ始めている中にあって、富山市ガラス美術館
が開館したことにより、市民プラザ内のトヤマグラスアートギャラリーや屋外
ショーケースは一定の役割を終えたものと考えている。今後、まちなかでの
ガラス作品展示については、不特定多数の方が訪れる施設のほか、金融機
関やホテルのロビーなどの屋内空間を活用していくことを考えられており、
既存の屋外ショーケースを撤去し、更新や増設を行わないことはやむを得な
いと考える。

令和４年分
陳情第２１号

シクロシティ株式会社への赤字補填見直しを求める陳情 12/20 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × ×

（賛成討論要旨／日本共産党　赤星議員）
　青い自転車「アヴィレ」について、「導入前の事業者との協議で①利用料収
入だけでは経営が困難、②フランスの法律で経営状況を明らかにできないこ
とが課題であった」と今回説明し、実際平成２１年１１月に「年間基本金額１，
５００万円を業務の対価として支払う」契約をし、平成２９年に２，１００万円に
増額していた。ところが導入直前の平成２１年１２月議会では「赤字が生じた
ことによる公費負担は考えていない」「広告面への有料での掲出は考えてい
ない」と答弁した。
　これまで広告費等を合わせて３億円以上支払ったが、自転車利用は１台当
たり1日１回未満。他都市ではスマホ申込み決済ですぐ使える電動アシスト
付自転車が主流。
　全国２２５都市で、シクロシティ株式会社は富山市のみ、令和２１年まで２９
年間もフランス企業に独占的な契約も異常である。市民の税金は有効に、利
用しやすいシステムへ見直すべきだ。

（反対討論要旨／富山市議会自由民主党　金谷議員）
　シクロシティ事業「アヴィレ」については、全国初の自転車シェアリングシス
テムとして本市が整備費用を負担し、民間事業者が運営を担う、いわゆる官
民連携事業と考えている。業務委託をすることは、単にシクロシティ株式会
社に運営補助を行うというよりも、本市のシティプロモーションにおいても十
分メリットが生じるものであり、その支出は赤字補填を目的としたものではな
いと考えている。「アヴィレ」は、公共交通の利用を促進する二次交通の役割
を果たすだけではなく、中心市街地の回遊性を高め、まちの魅力や都市の
総合力の向上に寄与している。これらを維持していくためにも、事業の継続
が必要で、引き続き現行システムで運用していくべきと考える。

令和４年分
陳情第２２号-１

「富山市議会が世界平和統一家庭連合（旧統一教会）及び関係
団体と一切の関係を断つ決議」に対しての陳情

12/20 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

令和４年分
陳情第２２号-２

「富山市議会が世界平和統一家庭連合（旧統一教会）及び関係
団体と一切の関係を断つ決議」に対しての陳情

12/20 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

富山市議会自由民主党
（１５人）

自由民主党
（８人）

公明党
（４人）

立憲民主
市民の会

（３人）

会派
誠政

（２人）

日本
共産党
（２人）

気魄
（1人）

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果

【請願・陳情】

政策
フォー
ラム32
（１人）

※表中の討論要旨については、各議員が発言内容を１案件あたり３５０字程度にまとめたものを掲載しています。(討論の掲載順は実際の発言順としています。）

※各発言の全文については、「富山市議会インターネット中継」の１１月３０日及び１２月２０日開催の本会議分、または、「令和４年１２月富山市議会定例会会議録」 （令和５年２月下旬発行予定）にて、ご確認ください。
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